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公立大学学生ネットワークと平成 26 年度全国公立大学学生大会

LINK topos 

要旨 

2014年 10月 11, 12日に兵庫県立大学及び人と防災未来センターで平成 26年度全国公立

大学学生大会 LINK topos「大学・地域における学生・教員・職員の理想的な協働を考える」

が開催された。全国の公立大学より学生、教員、職員 104 名が参加した。参加者は大学や

その周辺地域の課題解決を目指し、より良い未来を創造するためのアクションプランを作

成した。学生、教員、職員、この三者が協働して大学や地域の課題に本気で取り組み、大

学として新たな可能性を大きく感じる 2 日間であった。この全国公立大学学生大会 LINK 

topos について、大会の背景、意義、目的、内容等を以下に記す。 

 

1. 公立大学学生ネットワーク結成の背景と概要 

1.1 公立大学学生ネットワーク結成の背景 

平成 24 年 11 月に静岡県立大学にて開催された公立大学学長会議特別シンポジウム及び

ワークショップ「公立大学学生による被災地支援と地域防災活動」に参加した学生が結成

した公立大学学生ネットワークは、平成 25 年 10 月に岩手県立大学にて開催された学長会

議において、公立大学協会と共催、文部科学省の後援により全国公立大学学生大会 LINK 

topos「大学／学生と地域コミュニティの協働をデザインする」を開催した。34 大学 81 名

の学生がシンポジウム及びワークショップに参加し、公立大学長と意見交換を行い、学生

にとって非常に意義の高い大会となった(図 1、2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1、2 平成 25 年度全国公立大学学生大会 LINK topos でのシンポジム(左)とワークショ

ップ(右) 
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1.2 公立大学学生ネットワーク概要 

 公立大学に属し、被災地支援、地域防災、福祉支援など地域で活動を行っている学生の

ネットワークである。平成 24 年度 11 月の公立大学学長会議特別シンポジウム及びワーク

ショップに参加した学生が中心となって創設した。平時において、学生間の交流、情報交

換などを通して学生の地域における活動の促進、向上、そして活動を行う上での課題等の

解決のための情報共有を目的とする。現在、facebook グループを介して 100 名ほど参加し

ている。 

 

 1.3 これまでの取り組みと成果 

平成 25 年度大会をきっかけに岩手県立大学の地域創造学習プログラムなどが生まれ、学

生、教員、職員が協力して地域貢献活動に取り組む契機となった(図 3、4)。しかし、協働

の形態や中身に関して学生・教員・職員が一堂に会し議論する機会はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3、4 地域創造学習プログラムでのワークショップ(左)と報告会(右) 

 

公立大学学生ネットワークは、平成 25 年度大会後に各地区に地区代表をおくなど体制を

整え、地区ごとに会議や大学合同の企画イベントなどを定期的に行い、平成 26 年度学生大

会の開催に向け活動を続けていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5、6 地区ごとの会議(左)と大学合同の企画(右) 
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2. 公立大学学生ネットワークの意義 

大学の役割は主に「研究」、「教育」、「地域貢献」である。とりわけ公立大学は、地方自

治体が設置・運営・管理するという性格から、地域社会での知的・文化的拠点として中心

的役割を担ってきた。今後、国内では人口減少と少子高齢化が急速に進展する。そのよう

な状況の下、地域社会は様々な課題に直面すると考えられおり、公立大学の地域における

社会・経済・文化への貢献はより一層、期待されているところである。 

 公立大学生は課外活動という形で、地域社会に向けて様々な貢献を行なってきた。これ

らの課外活動を大学の「地域貢献」を学生が学生の立場で行っているのだとすれば、地域

での課外活動は、公立大学の存在意義の一翼を学生が担っていると考えることができる。 

公立大学学生ネットワークは、平成 25 年度より「全国公立大学学生大会 LINK topos」

を開催してきた。この学生大会には様々な地域貢献活動を行なう全国の公立大学生が参加

してきた。参加学生は、各大学の地域貢献活動の事例や地域の知の拠点としての公立大学

の役割などの学びを通じ、公立大学や地域を多様な側面から考えるきっかけを得てきた。 

岩手県立大学では、平成 25 年度大会をきっかけに地域創造学習プログラムが生まれ、学

生・教員・職員が協力して地域貢献活動に取り組む契機となった。他にも、神戸外国語大

学と神戸市看護大学との共同、大阪府立大学でも新たな地域貢献活動が生まれた。これら

は大会に参加したことがきっかけで、学生が広い視野を身につけ、それが学内にも波及し、

地域貢献活動を始めることになった良い例である。 

「地域貢献」という公立大学の存在意義の一翼を担う学生にとって「全国公立大学学生

大会LINK topos」への参加は有益であり、学内にも良い影響を及ぼす可能性を秘めている。

以上のことなどより、大会を継続し、開催していくことは公立大学にとっても大変有意義

なことと考えられる。 

平成 26 年度大会では学生に加え、教員と職員も参加対象に加えた。教員と職員の参加は

大会テーマ「大学・地域における学生・教員・職員の理想的な協働を考える」に沿い学生、

教員、職員の 3 者が協働の形態や中身について議論する際に必要であった。各プログラム

でテーマに沿った課題を立場の異なる学生、教員、職員で一緒に考えることにより相互の

理解や交流を深めることができると期待された。 

 

 

3. 公立大学学生ネットワークの目的 

公立大学学生ネットワークの目的は主に以下の 2 点である。 

・各大学の地域貢献活動の事例や公立大学の役割などを学び、公立大学の存在意義を考

え、意見交換すること。 

・大会での学びを各大学や地域に還元させ、公立大学の地域貢献活動の一助とすること。 
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4. 平成 26 年度全国公立大学学生大会 大会プログラム 

 

2014 年 10 月 11 日(土) 兵庫県立大学神戸商科キャンパス 

時間 活動内容 

9:00 受付開始 

10:00~ 

10:45 

オープニング  

 ・大会、団体説明 

 ・作業部会挨拶 兵庫県立大学 森永速男教授 

 ・自己紹介、アイスブレイク等 

10:45~ 

11:45 

ワークショップ 

「大学・地域における学生・教員・職員の理想的な協働を考える」 

11:45~ 

12:15 

昼食 

12:15~ 

13:15 

ポスターセッション 

 地域貢献における公立大学の取り組み 

13:30~ 

15:15 

シンポジウム 

公立大学と地域コミュニティの相互理解と連携 

~地域での実践的事例からその理想的な形を探る~ 

 第 1 部 基調講演 地域での実践事例紹介 

    初田直哉 兵庫県立大学大学院生 

    山本亜胡 岩手県立大学学生 

    辻辰幸  神戸市西区学園西町連合自治会長 

 第 2 部 パネルディスカッション  

    パネリスト 基調講演者 3 名 

    司会    島谷奎汐 神戸市看護大学学生 

          井上幹太 兵庫県立大学学生 

15:30~ 

16:30 

ワークショップ再開 

16:30~ 

17:00 

ワークショップ中間報告会 

17:30~ 

19:30 

情報交換会 
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2014 年 10 月 12 月(日) 人と防災未来センター 

時間 活動内容 

10:00~ 

12:00 

ワークショップ再開 

12:00~ 

13:00 

昼食 

13:00~ 

14:30 

アクションプラン全体発表 

14:50~ 

15:40 

活動の振り返り 

15:40~ 

16:20 

クロージング 

 ・大会振り返り動画の上映 

 ・作業部会先生総評 

 ・各地区で振り返り 

16:30 現地解散 

 

 

 

 

 

 

5. 平成 26 年度公立大学学生大会 活動内容とその成果 

5.1 ワークショップ 

大学、学年が異なる学生、そして教職員で構成される 6~7 名を１グループとして、計 15

グループを形成した。昨年と同様、アイスブレイクとして隣の人の名前を呼びながら手で

バトンを回すようにタッチし、往復一週をするゲームのタイムを競った。タイム計測は数

回行うとともに、前回のタイムを上回ることを目標に掲げた。そうして目標タイムが上が

るにつれ、チーム内で結束を高められた。アイスブレイクを通して、チーム内の結束を高

めるとともに目標を掲げて、それを達成しようとする姿勢の大切さを学んだ。そして目標

をクリアしたときに高い達成感を感じることになった。また、今回より各グループ名をそ

れぞれ決定してもらった。チーム名は、ポストイットを用いて各自の意見を出し合い、そ

れらをまとめて議論しながら決定する。その一連の流れから発散した意見を収束させる難

しさを参加者に体感してもらった。それと同時に、どうすれば意見をまとめられるのかを

チーム内で考える時間にもなった。これは、アイスブレイクと相まって、チーム内の共通

理解が一層、促される結果となった。 
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 「大学・地域における学生・教員・職員の理想的な協働を考える」をテーマに、自分た

ちが地域に帰ってから本気で取り組みたい企画を各グループで話し合い、アクションプラ

ンを１つ設定した。アクションプランの設定には事前にワークシートを用いて、その項目

に沿って行われた。アクションプランの需要、必要となるシーン、ターゲットを設定する

ところから始め、解決した課題を明確にするところからスタートした。そこから、5W2H

に沿ってまとめ、発想の企画化を行った。話し合いでは付箋を用いて自由に意見を書きだ

していった。作業はお菓子を囲みながら温かな雰囲気の下で行われた。途中、中間報告を

挟み、他グループの企画を報告し合う時間も設けた。そしてコメント等を付箋に書き込み、

他のアクションプランに対して献身的な意見を出し合うこと、そしてその意見を企画に取

り込むことを参加者に促した。それは自分たちの企画を多角的な視点で見つめ直し、より

洗練させるためである。最終的には 15 個のアクションプランが完成し、地域の課題を解決

し、未来を創造するものとなった。最後、最終発表を行い、参加者間の投票で最優秀企画

１つ選出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7、8 グループワーク(左)と振り返り会(右) 

 

5.2 ポスターセッション 

本大会に参加した学生、教員、職員画日々の地域貢献の取り組みについて 1 枚のポスタ

ーにまとめ紹介、情報・意見交換を行った。このポスター発表によって全国で行われてい

る様々な地域貢献活動を一度に見ることできた。また参加者同士で自由に意見交換し合い、

自分たちの今後の活動に新たな発見、気づきを得る場にもなった。このポスターセッショ

ンは学生会議と並行して行われた学長会議の昼休みに行った。そのため学生や教職員の参

加者だけでなく学長はじめも自由に見て回ることができ、その結果様々な大学関係者と交

流できる時間となった。 

 

 

 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11、12 ポスターセッション(左) (右) 

 

5.3 シンポジウム 

 「公立大学と地域コミュニティの相互の理解と連携」と題し、公開シンポジウムを行っ

た。このシンポジウムの目的は学生、教員、職員、住民がシンポジウムを通じて相手の立

場や強みを理解し合うことと、協働による課題解決という考えを深めることにある。シン

ポジウムの前半は基調講演を行った。講演者には兵庫県立大学大学院経済学研究科に在籍

し神戸市にある明舞団地で地域活性活動を行う初田直也氏、岩手県立大学に在籍しボラン

ティアセンターの運営を行う山本亜胡氏、神戸市西町学園西町連合自治会長である辻辰幸

氏を招き、日頃の取り組みについて伺った。 

 シンポジウム後半には基調講演者 3 名によるパネルディスカッションが行われた。それ

ぞれが活動を行う際の、立場の異なる人との協働の重要性について意見交換を行った。パ

ネルディスカッションでは、講演者と会場の学生、教職員の間で積極的に質疑応答が行わ

れ、終始熱い議論が交わされた。参加者は地域貢献の実践的な事例を学ぶとともに、協働

による課題解決という考えを深めた。学生、教員、職員、住民が大学や地域の活動で協働

できるという自己効力感が得られた場と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9、10 初田氏の講演(左)とパネルディスカッション(右) 

 



9 

 

5.4 情報交換会 

学生大会の参加者、学長会議参加者、総勢約 170 名あまりが、食事をしながら自由に交

流した。学生は普段、話す機会のない学長と顔を合わせて話し合い、自分たちの活動を伝

え、また学長や教員、職員は学生の声を直接、聞くことができるため双方にとって非常に

有意義な時間となった。情報交換会の最後、公立大学学生ネットワークを代表して兵庫県

立大学の井上幹太が大会報告や大会開催への協力対してのお礼を述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11、12 懇談の様子(左)と近畿地区学生代表の挨拶(右) 

 

6. 参加者の声 

6.1 ワークショップ 

・ワークショップのコツも事前に教えていただけたのでやりやすかったです。 

・様々な大学の学生や職員が入り混じったチームだったので、様々な価値観を持った

人に出会い視野が広がったのでよかった。 

・自分の持っていない考え方に出会えた。 

・自分の大学や地域の問題について、他大学の方の意見を参考に考えることができた。 

・学生の生活が感じられて、心がリフレッシュされた。 

 

6.2 ポスターセッション 

  ・多様な専門性とフィールド、大学ごとの活動の種類や特徴の違いや全国の皆さんの

熱意を見ることができた。 

  ・各大学での地域での活動を知ることができ、楽に話をしながら色々な大学の話が聞

けた。 

・緊張感がない雰囲気がとてもよかった。 

  ・他大学独自の活動方法が見ることができた。大学行事の一環だけでなく、サークル

内での取り組みなどもあり、他の大学の学生がどのような活動をしているのか知る

ことができ、新鮮であった。 
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6.3 シンポジウム 

  ・学生・自治会・プロそれぞれの立場の意見が聞けたこと。3 者の 3 つの視点から見る

ことができた。 

  ・学生だけでなく、職員、教員の人も本気でレスポンスしていたところ。 

  ・地域貢献活動について興味深い話をたくさん聞くことができた。また、学生の意見

と講演者とのやりとりがあるシンポジウムを初めてみたので、とても新鮮であった。 

 

6.4 情報交換会 

  ・学長先生が気さくに話しかけて下さって、学生たちもより交流ができた。 

  ・大学の活動について深く、より詳しく話してくれてよかった。学長と初めて会話す

ることで職員との仲が深まったような気がしました。 

  ・全国の学生や教員が一同に会する機会はあまりないので貴重です。先生方がおっし

ゃっていたように続けていってほしい。 

 

6.5 大会を通して 

  ・実際に自分たちの地元に帰ってから、ワークショップで得たアイデアを参考にした

い。 

・同じように地域と交流しながら活動している他団体と出会えて心強く感じた。 

・自分の団体でも活かせそうな広報活動やイベントに関してのアイデアを得ることが

できたので早速、活用したい。 

  ・意欲のある学生がたくさんいることがわかりました。学生の力だけでなく、学生・

教員・職員の三者協働の強い力を感じ、自分も職員として何ができるか、というと

ころを考え始めた。地域と関わって仕事をしていきたい。 

・たった 2 日間ではあったが、様々な人と触れ合う中で自分の考えを深めることがで

きた。改めて、また 1 年間のスタートだと感じた。 

・参加者の皆さんの熱意に触れられたことがとてもよかったです。 

・職員として自分のすべきことが見えてきた。見知らぬ学生の集まりは嫌いですが

LINK topos は好きです。 

 

6.6 大会運営学生の声 

  ・大会の準備、運営を通してテーマである協働を一層、体感できた。 

  ・大会がきっかけとなり、その後、学長先生と交流することになった。大学のことを

より知った。 

  ・学生、教職員が一体となる機運が学内で高まった。今後の自分たちの地域貢献活動

に大きな可能性が生まれた。 
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7. 参加者の対象と推移 

今回の全国公立大学学生大会には地域貢献活動やそういった研究を行っている学生団体、

サークル、ゼミ等の学生、もしくはそれらに興味を持つ学生、教員、職員が参加した。ま

た公立大学学生大会への参加者数は、平成 24 年度は 24 大学 47 名、平成 25 年度は 34 大

学 81 名、平成 26 年度は 33 大学 104 名と推移している。参加者の氏名や大学名などは付

録 1 にまとめた。また、立場別参加者数を図 12、地区別参加者数を図 13 にまとめた。過

去 3 年間において、参加者は増加傾向にあることが分かる。この学生大会に対しての知名

度が上がるとともに、期待も高まっていると言える。今後とも継続して大会の開催を強く

感じさせる結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

8．謝辞 
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尽力や、参加して頂いた学生・教員・職員・学長の皆様の協力のおかげであります｡ 協力

して頂いた皆様へ心から感謝の気持ちと御礼を申し上げます。 

 

大阪府立大学修士 2 回生 

公立大学学生ネットワーク代表 

荒木 尊士 
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9．付録 アクションプラン概要一覧 
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10．付録 アクションプラン 写真一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ①           グループ②             グループ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループ④           グループ⑤             グループ⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループ⑦            グループ⑧            グループ⑨ 
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グループ⑩ グループ⑪ グループ⑫ 

グループ⑬ グループ⑭ グループ⑮ 
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11．付録 参加者名簿

※ Web掲載版では省略
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全体 104 名 

内訳 学生 78 名 

教員 12 名 

職員 12 名 

卒業生 2 名 
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12．付録  

平成２６年度公立大学学生ネットワーク支援に関する作業部会について 

委員 

所 属 ・ 役 職 氏 名 専 門 分 野 

主 査 兵 庫 県 立 大 学 教 授 森 永 速 男 地球物理学 

委 員 
岩 手 県 立 大 学 

高等教育推進センター長 
佐 々 木 民 夫 日本文学 

〃 大 阪 府 立 大 学 副 学 長 竹 内 正 吉 獣医薬理学 

〃 大 阪 市 立 大 学 副 学 長 宮 野 道 雄 居住安全人間工学 

〃 公立大学協会事務局長 中 田 晃 
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13．付録 公立大学学生ネットワーク 各地区体制 

※ Web掲載版では省略
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14．付録 公立大学学生ネットワークの今後の展開について 

 

14.1 情報共有、発信について 

 ・Facebook ページについて 

   昨年に引き続いて、学生大会で作成したアクションプランや、出会った他大学の学

生との恊働、活動などを誰でも発信できるようにする。今後とも活動ノウハウの共

有や情報交換を活性化し、ネットワークの可能性を高めていきたい。 

 

 ・HP の活用方法 

   HP を使い定期的な情報発信を行う。ネットワークの活動等を広報していく。具体的

な発信内容としては地区ミーティングの様子や参加しているメンバーの大学や活動

紹介等を検討している。 

 

14.2 学内 LINK topos の開催促進 

   全国公立大学学生大会の成果である大学内における学生、教員、職員の協働の重要

性をより多くの公立大学関係者に体感してもらう。そのために、学内でのLINK topos

開催を促す。 

 

14.3 口座の開講 

次年度以降の学生たちをサポートするために公立大学学生ネットワークの口座開設

を検討する。ネットワークには経理部門を設け、監査役としてネットワークを支援

する作業部会のどなたかにお願いする（年一度の会計監査・会計報告を行う）。資金

は LINK topos の運営費等にあてる。 

 

14.5 次年度の全国大会開催について 

今後、継続的に LINK topos を開催したいと考えている。公立大学協会、作業部会と

検討した上で、開催が決定した場合はその旨を HP 等に掲載し、facebook 等でも周

知する。 

 

 

 

 


